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問　
特
定
規
模
電
気
事
業
者
か
ら

の
電
力
購
入
の
導
入
実
績
と
電
気
料

削
減
額
は
ど
れ
だ
け
か
。

答　
平
成
24
年
度
に
、
中
学
校
６

校
や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
25
の
施
設
、

平
成
25
年
度
に
は
、
小
学
校
15
校
や

中
央
図
書
館
な
ど
25
の
施
設
に
導
入

し
、
合
計
50
の
施
設
に
導
入
し
て
お

り
、
新
電
力
を
導
入
し
た
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
間
で
、
総
額

で
約
２
，
４
０
０
万
円
の
経
費
が
削

減
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
新
電
力
導
入
の

目
安
で
あ
っ
た
「
契
約
電
力
50
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
」
と
い
う
制
限
が
来
年

度
か
ら
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の

公
共
施
設
に
お
い
て
も
、
新
電
力
の

導
入
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が

施
設
を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。答　

今
後
、
電
気
事
業
者
か
ら
示

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
電
力
の

安
定
供
給
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
収

集
を
進
め
る
中
で
、
公
共
施
設
の
設

置
目
的
や
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

機
能
の
確
保
な
ど
、
施
設
に
適
し
た

電
力
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

神
谷　
昌
宏　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

―
価
格
面
以
外
の
災
害
時
等
の
対
応
等
も
考
慮
し
慎
重
に
検
討
す
る
―

経
費
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
、
新
電
力
の
さ
ら
な
る
導
入
を

問　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
の
概
要
は
。

答　
空
き
家
等
が
防
災
や
衛
生
等
、

地
域
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

住
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
、
生
活

衛
生
の
保
全
、
空
き
家
等
の
活
用
等
、

そ
の
推
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問　
空
き
家
の
所
在
や
所
有
者
の

調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
独
自
の
手
法
で
把

握
し
て
い
た
が
、
来
年
度
は
国
の
指

針
に
基
づ
く
空
き
家
の
調
査
・
把
握
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
法
に
基
づ
き
空
き
家

所
有
者
等
の
固
定
資
産
税
の
課
税
情

報
等
を
必
要
な
限
度
で
調
査
・
利
用

で
き
る
こ
と
で
、
詳
細
な
情
報
把
握

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
空
き
家
対
策
の
推
進
に
よ
っ

て
土
地
利
用
を
図
り
、
若
い
人
に
刈

谷
に
多
く
住
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
空
き
家
跡
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
法
は
、
市
が
空
き
家
や
空
き

家
跡
地
の
有
効
活
用
に
必
要
な
対
策

に
努
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、

今
後
、
跡
地
の
有
効
活
用
を
含
め
、

住
宅
施
策
全
般
を
検
討
し
て
い
く
。

伊
藤　
幸
弘　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
空
き
家
跡
地
の
有
効
活
用
を
含
め
、
住
宅
施
策
全
般
を
検
討
―

空
き
家
対
策
を
推
進
し
、
若
い
人
が
刈
谷
に
住
め
る
施
策
を

問　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
１
，
０

０
０
台
ま
で
増
や
す
根
拠
は
何
か
。

ま
た
重
点
的
に
設
置
す
る
場
所
は
あ

る
か
。

答　
１
箇
所
か
ら
複
数
の
方
向
を

撮
影
し
よ
う
と
す
る
と
相
当
数
の
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
通

学
路
へ
の
設
置
も
考
え
る
と
各
地
区

40
台
程
度
を
目
安
に
設
置
す
る
こ
と

で
市
内
全
域
を
網
羅
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
被
害
者

と
な
る
事
件
も
多
く
発
生
し
て
い
る

の
で
、
学
校
や
公
園
、
駅
周
辺
等
へ

重
点
的
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運

用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
撮
影
さ
れ
た
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、
市
や

施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
、
自

治
会
、
商
店
街
に
係
る
組
合
等
が
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
及
び
運
用
す
る
に

当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
設
置
の
際
は
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。

新
海　
真
規　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
す
る
―

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
運
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か

問　
公
共
施
設
維
持
保
全
計
画
の

内
容
は
。

答　
公
共
施
設
の
建
て
替
え
時
期

を
60
年
と
し
た
経
費
を
試
算
し
、
予

防
保
全
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
。

こ
の
考
え
の
も
と
、
計
画
的
に
修

繕
・
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
目
標

耐
用
年
数
を
80
年
と
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問　
施
設
の
再
編
や
建
て
替
え
、

改
修
に
は
多
額
の
財
源
が
必
要
に
な

る
。
財
源
確
保
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る

た
め
、
国
や
県
の
補
助
金
を
積
極
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
基
金
や
市
債

に
よ
る
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
し
、
計
画
的
に
維
持
保
全
を
遂

行
し
て
い
く
。

問　
今
年
度
か
ら
イ
ン
フ
ラ
全
体

の
維
持
保
全
を
目
的
と
し
た
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
施
設
の
現
況
や
課
題
を
把
握

す
る
た
め
、
デ
ー
タ
収
集
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
分
析
し
、
来
年

度
中
に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

加
藤　
廣
行　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
来
年
度
中
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
し
て
い
く
―

潤
い
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
、
公
共
施
設
の
良
好
な
維
持
保
全
を

問　
生
徒
児
童
の
学
校
生
活
・
心

理
状
況
を
把
握
し
、
自
殺
や
い
じ
め

を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
心
理

調
査
等
の
実
施
状
況
は
。

答　
今
年
度
よ
り
中
学
校
で
、
学

校
生
活
の
満
足
感
等
を
測
る
学
級
集

団
ア
セ
ス
メ
ン
ト
検
査
（
Ｑ-

Ｕ
検

査
）
を
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

問　
小
学
校
高
学
年
は
、
思
春
期

の
前
期
に
入
り
、
悩
ん
で
い
て
も
先

生
に
話
せ
な
い
こ
と
、
親
に
話
し
た

く
な
い
こ
と
が
増
え
て
く
る
。
検
査

に
は
経
費
が
か
か
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
命
に
は
か
え
ら
れ
な
い
。
小
学

校
で
の
実
施
の
考
え
は
。

答　
中
学
校
で
の
結
果
を
検
証
し
、

小
学
校
に
お
い
て
も
検
査
を
実
施
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
児
童
生
徒
が
明
る
く
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

答　
人
に
認
め
ら
れ
る
、
人
に
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
が
生
き
る
力
に
な

る
。
子
ど
も
た
ち
が
、
歌
が
上
手
、

走
る
の
が
早
い
、
作
文
が
上
手
、
絵

が
う
ま
い
、
人
に
優
し
い
と
い
っ
た

様
々
な
場
面
で
認
め
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
。

蜂
須
賀　
信
明　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

―
中
学
校
で
の
結
果
を
検
証
し
、
小
学
校
で
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
―

い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止
に
有
効
な
Ｑ－

Ｕ
検
査
の
実
施
・
拡
充
を

◆
平
成
28
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
１

ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
年
末
年
始

は
例
年
に
な
い
暖
冬
で
、
穏
や
か
な

気
持
ち
で
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
昨
年
、
本
市
は
市
制
施
行
65
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
様
々
な

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
新
成
人
は
全
国
で

１
２
１
万
人
、
本
市
で
は
１
，
７
４

２
人
の
方
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
先
日
の
式
典
で
は
、
代
表

の
方
が
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
述

べ
ら
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、
と
て

も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

◆
今
号
は
ペ
ー
ジ
中
程
に
各
委
員
会

で
先
進
都
市
を
視
察
し
た
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
ト
ヨ
タ
系
企
業
の
恩
恵
も

あ
り
、
他
の
地
方
自
治
体
と
比
較
し

ま
す
と
、
財
政
的
に
安
定
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
地
方
創
生
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
聞
か
な
い
日

が
な
い
昨
今
に
お
い
て
、
取
り
組
む

べ
き
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育
、
防

犯
・
防
災
、
歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
全
国
の
地
方
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
先
進
的
な
施
策
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
市
当
局
に
政
策
を
提

案
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
刈
谷
市
の
将
来
を
見
据
え
、
地
方

創
生
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
市
民
の

皆
様
が
今
後
も
、
住
み
よ
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
う
刈
谷
市
を
目
指
し

て
、
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
報
告
並
び
に
市

議
会
だ
よ
り
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
刈
谷
市
議

会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

〜
か
け
は
し
〜

編
集
後
記

明るい学校生活の基本は想いの共有

効率的な老朽化対策を推進

防犯カメラの設置･運用に関する条例制定を

平成28年４月１日より電力自由化
公共施設でのさらなる導入を

空家対策を推進し、
土地の有効活用を


